
京都府中小企業技術センター技報 No.47 (2019) 

- 26 -

図１ FP法によるSi半定量値 

再溶解し成分調整した試料は、母材の凝固時

より冷却速度が速くなったことで黒鉛組織が微

細化している(b)。また、母材を再溶解し銅製

金型に注湯しチル化した試料では、黒鉛は見ら

れず炭素は Fe3C として存在している(c)。この

試料の FP 法による分析値は、図１に示すよう

に、約 0.17 %低い値であった。このように蛍

光X線分析FP法により得られるSi値は、炭素

含有量、黒鉛のサイズ、分布状態、および炭素

の化合形態の影響を受け変動するため結果の取

り扱いに注意しなければならない。また、鋳鉄

中 Si 量の定量分析を蛍光 X 線分析検量線法で

行う場合では、分析試料と同等な金属組織を

持った標準試料を準備することが必要と考えら

れ、試料を再溶解後に急冷してチル組織とする

ことは一定有効な方法であると考えられる。日

常、分析依頼で持ち込まれるサンプルは、鋳造

条件等によって金属組織は様々で、蛍光X線分

析では分析値がばらつく原因になるが、迅速な

分析法として利用するために、今後、分析事例

を蓄積し適用範囲についてさらに検討が必要で

ある。 

図２ 各試料の金属組織(2.93 % C) 
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いのがFe3Cを含む組織。 
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電源線伝導電磁ノイズの誤差要因検証 

中 山  恭 利＊ 

［要 旨］ 

電源線から伝導してくる電磁ノイズ（雑音端子電圧）の測定において、被測定機器の電源線の長

さにより特定の周波数にて強いノイズが発生する事を確認できた。またその周波数に傾向があるこ

とが解った。 

 
１ はじめに 

雑音端子電圧とは、EMC（電磁両立性）に必要

な試験の一つで、被測定機器から電源線などを伝

わって放出される電磁ノイズを計測するもので

CISPR１）規格によって国際的に試験方法などが定

められている。 

この測定において、従来から電源線の高周波

域インピーダンスによって計測値が変動すること

が知られているが、規格にはそれを定める規定は

無く、測定毎の誤差要因となる事が知られている。 

今回、被測定機器の電源線長を変動要因とし

て、発生するノイズの周波数傾向を確認したので

報告する。 

 

２ 実験方法 

２．１ ノイズ源 

雑音端子電圧測定において観測される最も一

般的なノイズ源は、電源のスイッチングによる高

調波ノイズであるので、ノイズ対策がされていな

いスイッチング電源を用いた。 

また、200 kHz の方形波出力を持つ発振器も比

較のため使用した。 

それぞれの機器を表１に示す。 

 

２．２ 計測方法 

CISPR 規格に基づき当センターで行っている一般

 

・スイッチング電源（SW電源） 
Ｔ社製スイッチング電源 
1985年 製造 

・発振器 
品名：TSJ製COMB GENERATOR 
  ＋AC Line Coupler 
型番：MODEL TG-C2 

・ノイズフィルタ（ノイズFL） 
品名：双信電機製EMI FILTER 
型番：TYPE NF2020A-SUM 

・延長ケーブル 
品名：ビニールキャプタイヤケーブル 
   （VCTF） 
仕様：2mm2×３線 

表１ 被試験機器一覧 

 

的な試験方法にて 150 kHz ～ 30 MHzの範囲にお

けるノイズの分布を確認した。 

なお、雑音端子電圧測定は準尖頭値（QP）検

波、平均値（AV）検波にて評価を行うが、ノイズ

の分布確認が目的であるため 10 秒間の瞬間最大

（PK）値にて評価を行った。 

 

２．３ 試験配線図 

SW 電源を図１試験条件Ａのとおり延長ケーブ

ルにて電源線長を x mとしてノイズ計測器（LISN）

に接続し、雑音端子電圧の測定を行った。 

また、ノイズ源の違いによる差や、電源線の

インピーダンス変化による差を見る目的で、図１

試験条件Ｂ，Ｃ，Ｄのとおり電源線の途中にノイ

ズフィルタを挿入した場合についても同様に検証

を行った。 

＊ 応用技術課 主任研究員 
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図１ 実験配線図 

 

３ 結果及び考察 

試験条件Ａでの試験結果のうち x = 2.1 m お

よび6.1 mの結果を図２-１および図２-２に示す。 

 

図２-１ 試験条件Ａ x=2.1m 

 

 

図２-２ 試験条件Ｂ x=6.1m 

 

ここで、上２図の差異として顕著である 17.8 

MHz のノイズピークに注目し、このピーク周波数

がケーブル長xによりどのように変化したかを図

３に示す。 

また、同様に他の試験条件Ｂ，Ｃ，Ｄについ

ても同様に図３へプロットした。 

ここで、同ピークの周波数幅が狭いことに注

目し、ケーブル内で定在波が発生していると仮定

して、ケーブル長が波長λの 1/2、3/8、1/4倍と 

 

図３ ケーブル長をxとした時のノイズピーク

検出周波数 

 

なる周波数を理論値としてプロットした。 

試験条件Ａについてはケーブル長が波長λの

3/8倍となる理論値にほぼ一致している。 

しかしながら他の試験条件Ｂ、Ｃ、Ｄについ

ては、３条件とも近い値を示しているものの、理

論値に沿った結果とはならなかった。 

定在波の発生原因をフィルタ回路によるイン

ピーダンス変化と考えるのであればノイズフィル

タの位置により反射点が変化し、それに応じて周

波数が変化するはずだが、その通りの変化とはな

らなかった。 

 

４ まとめ 

今回、電気製品に付属させる電源ケーブルの

長さを変更する場合や、使用の際に延長ケーブル

を用いる場合などを想定し、電源線長が変動要因

となった場合のノイズ特性を検証した。 

その結果、電源ケーブルが長いと規格値を超

えるような強いノイズが特定の周波数に発生する

現象を確認した。 

特に、ケーブルが長くなるに従って、ノイズ

ピークが発生する周波数も低くなる傾向を確認し

た。 

しかしながら、ケーブル内で発生する定在波

が原因と推察したものの、理論値に一致しない

ケースもあり確証を得るには至っていない。 
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今後、反射の発生する条件を検証し、この現

象が発生する条件を確定する必要があると考える。 

（参考文献） 

１）CISPR（国際無線障害特別委員会）規格

総務省「国内答申されたCISPR規格」より 
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